
ノ
ι
″ヽ

様

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ト

ー

ー

ー

ー

ー

ー

Ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

‐

れげ

“

のて「分森 ″矢 .

拝 啓

初春の候、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。また平素は当研究会に格

別のご高配を賜わり、誠に有り難く存じ上げます。

早速でございますが、先生にご講演、またご執筆頂きまし

…

―卜NO.19』報

瑞善評
出ヾ来上がりましたので同封お送り致します。

お忙しい中ご執筆頂きながら、作成が大変遅くなりまして申し訳ございませんでし

た。深くお詫び申し上げます。

何卒ご査収の程、また今後ともよろしくお願い申し上げます。

草 々
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最近の中国経済情勢
丸 山  伸 郎 (愛 知 大 学 教 授 )

わが国の原子力開発政策をめぐって

森    ― 久 (原 子力産業会議副会長)

わ が 国 の 農 政 を 考 え る 一米の輸入自由化をめぐって,

国 定 正 俊 (国 定 農 産 会 長 )

財団法人統 計研 究会

内外経済情勢懇談会・編
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わが国の原子力開発政策をめぐって

森 ― 久 (原子力産業会議副会長 )

司会 (神 谷 ): 今 日ご案内の とお り、我が国の原子力政策 をめ ぐって原子力産業会議の副会長の森一久先生 にお話を頂 きます。
森先生は京都大学の理学部の物理学科 を出 られて、電源開発 を経てか ら、 日本
原子力産業会議の創立当初 か ら企画に参加 されてぉ り、原子力関係 のご著書 もあ
り、原子力委員会や通産省の専門委員 もしてぉ られ ます。
ご承知の とお り、我が国では代替エネルギーの開発が必要 なことはょ く知 られ
ているが、最近、原子力施設につぃてぃろいろ問題が起 こってぉ り、 これをどう
考 えればょぃかなどにつぃて率直なお話をお伺 いで きるか と思います。それでは
森先生 よろ しくぉ願 い します。

1、 日本 の電力 の 3分の 1は原 子力

それでは、差 し上げてぉ ります資料の順序に従って、世界の原子力事情がどぅなってぃるか、ぃま問題になってぃる高速増殖炉 といぅのは、ぃったい何かとぃ
うこと。それから、動燃の一昨年 (平 成 7年 )の 事故以来のことの技術的な問題。それから放射線の安全性がぃったぃどんなことなのかとぃぅこと。この 3つ ぐらいお話 して、最後に原子力 とはぃったぃ何んだとぃぅ、私なりの考えを少 しお話いたしたいと思ってぉ ります。

最初に、現在運転中の原子力発電所は合計で 3億 6,569万 kwで ございます。アメリカが 109基 で最 も多 くて、フランスが 57基 です。 日本が 3番 目で 51基 でございます。32ヶ 国で運転 してぃるといぅことでござぃます。
この 3億 6,569万 kwの 原子力が生産 してぃるエネルギー、大雑把に言いまして、石油で言えば 5億 トンとか、もう少 し多いかもしれません。石油の世界の生産量はかなりござぃますが、そのなかの貿易量が 16億 トンぐらいで しょぅか。
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第 1表  運転中の炉型別原子力発電設備容量

-1996年 12月 31日現在一

(万 kW,グ ロス電気出力)

ξ凶
加圧水型

軽水炉(PWR)

沸騰水型

軽水炉(BIVR)
重水炉

黒鉛減速炉

(LWGR・ )

ガス炉

(CCR,AGR)

高速炉

(FR)
合計

1 米  国 7,1348(72) 3,4033(37)
10,5381(109)

フランス 5,9543(54) 1490(2) 6,1033(56)

日 本 1,818.6(22) 2,4195(27)
4,2712(51)

4 ドイツ 1,6808(14) 664.3(6)
2,3451(20)

5 ロシア 1,100.0(11) 60.0(1) 2,1256(26)

6 カナダ 1,5795(21) 1.5795(21)

7 英  国 1,2915(34) 1,4173(35)

8 ウクライナ 1,1880(13) 2000(2) 1,3880(15)

9 スウェーデン 284.0(3) 759.7(9) 1,0437(12)

韓  国

11 スペイン 6050(7) 7500(9)
ベルギー 5995(7) 5995(7)

台 湾 1902(2) 3242(4) 5144(6)

プルガリア 3760(6) 3760(6)
スイス

3205(5)

リトアニア 3000(2)

フィンランド 930(2) 1470(2)

中 国 2268(3) 2268(3)

南アフリカ 1930(2)

インド 320(2) 1520 (8) 1840(10)

ンヽガ リー 1840(4) 1840 (4)

チェコ 1760(4)

スロバキア 1740 (4)

メキシヨ

アルゼンチン 1005(2) 1005 (2)

ルーマニア

スロベニア

プラジル 657

オランダ 48.1( 539(2)

アルメニア 408 (

カザフスタン

パキスタン

合 計 23,252.7(250) 8,1835(95) 2,0011(35) 1,600015) 1,308.1(35) 36,5694(434)

注 :( )内の数値は原子炉の基数を表わす。
ネRBMK型炉
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それの 4害lぐ らいの程度のエネルギ
ーを原子力が生んでおるということで、

いろ

んな意味のエネルギーの供給の安定化に原子力
が大いに役に立つている。これが

ぉか しくなるとえらいことになると
いうことも言えるかと思います。 (第 1表 )

次に原子力発電がそれぞれの国の電力供
給のなかでどれ くらいの率を占めてお

るか というシエアでございます。フラ
ンスの 77.36%と いうのが突出しておるわ

けでございまして、その他、リトア
ニアは原子力発電所の数は必ず しも多 くな

い

んですけれども、率としては大きい。だいた
い 56%ぐ らい、52%せいぜい。原

子力を止めるんだと言っておりますスウ
エーデンも 52%で 、全電力の半分以上

を原子力で供給 しているとい う
ことです。 (第 1表 )

12月 の略称 COP3(国 連気候変動枠組条約第 3回 締約国会議 )と
い う会議 で地

球温暖化が大 きな議論になりますけれ
ども、当たり前のことですが、原子力比率

の高い国ほど産業エネルギー消費に対す
る炭酸ガスの発生量が少ない。フラ

ンス

が世界中でいちばん少ない。電力の約 8割 が原子力
です。かなりの部分の電力を

輸出をしておりますので、それを含ゅ
てです o

日本は、ご承知のように 33.37%、 だ
いたい全電力の 3分 の 1が 原子力で賄 っ

てお ります。世界の 3億 6,569万 kWの 原子力発電所のうち
の 3分 の 2の 2億

4,ooo万 ぐらいは軽水炉 という型式の原子炉
で運転 している。次に日本の原子力

発電所の立地図があります。最初はア
メリカから輸入 して、それを国産にする

と

ぃうことで、最初は軽水炉でもず
いぶん苦労 しましたけれども、どうやら日本

の

ものにしたという感 じです。現在、世界
で最 も安全な軽水炉は日本のだと

いうこ

とで、昨 96年 度の 3月 までの稼働率で、だ
いたい 80%、 1年 のうちの 8割 は動

いてお ります。 (第 1図 )

日本の場合は非常に安全中心 と
いうことで定期点検にたい

へん時間をかけてお

ります。 1年 に 1回 と決めて定期点検をしており
ます。これが平均で 2ケ 月半 ぐ

らいかかりますので、定期点検以外はほ
とんど 100%動 いておるというわけです c

次の図は単位エネルギーの消費量当
たりの炭酸ガス発生量でございます。最

も

少ないのがフランスで、 2位 がカナダ、カナダ
は原子力 も多いですがヽ水力 も多

いので しようか ?3位 が日本で、これは産業のエネルギー効率が
いいということ

で、 4番 目がアメリカと、こういう順序になつております。 (第
2表 )

一方で原子力に切 り換えたからと
いつて、炭酸ガスがそつくり減るわけで

はな

い と批判者は言います。確かに原子力発電所
は火力発電所に比べて、大体重さの

資材でいつて倍近 くかかる。
つまりつ くるのにエネルギーをたい

へん食 う。ウラ

ンの濃縮が大体電力を大変食 う仕事で
ございます。これで炭酸ガスが発生 します。
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東京電力い
1・ 2・ 3・ 4

柏崎刈羽原子力発電所
。5。 6号 (運転中)
7号 (建設中)

志賀原子力発電所 1号 (運転中)
2号 (建設準備中)

(運転中 )

第 1図  原子力発電所立地図

北海道電力腕泊発電所
1・ 2号 (運転中)

(1997年 4月 1日 現在 )

東北電力い

東通原子力発電所

設準備中)

東北電力蜘
女川原子力発電所
1・ 2号 (運転中)
3号 (建設中)

東京電力帥
福島第一原子力発電所
102・ 3・ 4・ 5・
6号 (運転 中 )

東京電力伽
福島第二原子力発電所
1・ 2・ 3・ 4号

(運転中)

日本原子力発電卸
東海発電所 (運転中)
東海第二発電所

(運転中)

′

′

北陸電力爛

日本原子力発電腑 敦賀発電所
102

動力炉・核燃料開発事業団 ~
』、げん発電所 (運転中)

関西電力い 高浜発電所
1・ 2・ 304号 (運転中)

中国電召崎テ督忌蓮裏者テ
所の

所

壽ｍ
勧

・２
健

部

‐
号

中

　

５

=S―

東北電力い 巻原子力発電所 1号 (建設準備中)

伊方発電所
3号 (運転中)

動力炉・核燃料開発事業団
もんじゅ発電所 (建設中)

関西電力蠅 美浜発電所
1・ 2・ 3号 (運転中)

大飯発電所
304号 (運転中)

玄海原子力発電所
3号 (運転中 )
4号 (建設中 )

川内原子力発電所



第 2表  IAEA調 べ :世界 の原子 力発電所 (1996年 12月 末現在 )

国

運転中     建設中

名   基数 合計出力 基数 合計出力
(万kW)     (万 kW)

96年の原子力発電  運転経験

電力量

(億 kWh)

シエフ(%)炉年 月

アルゼンチン

アルメニア
ベルギー

プラジル

ブルガリア

カ ナ ダ

中  国
チ ェ コ

フインランド
フランス

ト イ ツ
ハンガリー

イ ン ド

イ ラ ン

日  本
カザフスタン

韓  国
リトアニア

メキシヨ

オランダ
バキスタン

ルーマニア
ロ シ ア

南アフリカ
スロバキア

スロベニア

スベイン

スウェーデン

ス イ ス

英  国
ウクライナ

米  国

2      93.5

1     37.6

7     571.2

1      62.6

6     353.8

21    1490.2

3    216.7

4     164.8

4     235.5

57    5994.8

20    2228.2

4     172.9

10     169.5

53    4236。9

1     7.0
11     912.0

2     237.0

2     130.8

2      50.4

1       12.5

1      65.0

29    1984.3

2     184.2

4     163.2

1      63.2

9     720,7

12    1004.0

5     307.7

35    1292.8

16    1376.5

110   10068.5

442   35096.4

69.2

1     124.5

2     120.0

2     182,4

3     435.5

4      80.8

2     214.6

2    211.1

5     387.0

69.2       11.43

21.0      36.72

414.0      57:18

22.9       o。 74

180,8       42.24

875.2       15。 97

136.2        1127

128.5       20,00

186.8       28.13

3782.0       77.36

1528.0       30.29

141.8       40。 76
74.2       2.21

2870.0       33.37

0,9       0,15

703.3       35.77

126,7       83,44

71.1       5。 08

39,0       4.79

3.l       o.56

9.1        1.75

1088.2       13.10

117.6       6.33

112.6      44。 53

43.6       37,87

538.0       31.97

714,0      52.38

237.2       44.45

859.0       26,04

795。 8       43,75

6747.8       21.92

23000,9        ‐

36   7
29   4
142   7

14   9

89   1
369   9
11   5
42   8
71   4
935   3
530   7
46   2
139   1

0   0
756    1

23    6

111   10

22   6

9   11

51   9
25    3

0   6
555   6
24   3
65   5
15    3

156   2

231    2

108   10

1098   4

190   2
2138   7

8135

1     30.0

1      65.0

4    337.5

ロ̂ 計

155.2

4     380.0

116.5

2792.8

※合計には台湾のデータを含む。
台湾では6基 (合計出力 :488.4万 kW)が運転中で、1996年には363.3億kWh△を発電し、
総発電電力量に占める原子力発電のシェアは29,07%△ .また運転経験は96年 12月 末時点
で92炉年とlヵ月に達している。

※△は前年比増、▼は前年比減を表す。但し、アルメニアは前年のデータが不明.
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しかし、いわゆる燃焼の過程で炭酸ガスは出ないということは厳然たる事実で

す。 もちろん原子力 も廃棄物の問題がありますから、その廃棄物の問題をきちん

と処理できる見通 しを持っておっても、それがきちんとできるということを証明

して見せなければいけないとか、いろんなことがございますが、これらの過程で

でる C02を 勘定に入れても原子力は C02で は太陽エネルギーより低いのです。もと

もと完壁なエネルギーで、廃棄物を出さないエネルギーというものはあ りません。

最近、通産省 とか関係官庁で C02の 排出を 1990年 の水準に戻すためにという

分析があ りまして、省エネルギーは徹底的にしなければいけないで しょうが、そ

れも含めて考えて見ると、まあ 7千 万 kWぐ らい原子力を、2010年 ぐらいまでに

つ くれば、なんとか間に合 う見通 しがあ ります。だいたい原子力で 20基 、今か

らつ くらねばならないということになります。それは国民がひとつやれと言えば

十分できると思います。

次の図が「高速炉によるプル トニウムの利用」ですが、右下の方に増殖炉の し

くみが説明 してございます。

皆さんご承知のように、この地球上 というか、宇宙では、一番軽いのが水素で、

一番重いのがウラン、92番 目でいちばん重い。おそ らく宇宙が出来たときに、

いろんな形でできた もので、92番 目よりあとは、出来て も不安定なものです ぐ

な くなったということだと思うんですね。

2、  核分裂 の メカニズ ム

それで原子 というのは原子核の周 りを、電気を持っておる電子が ぐるぐる回っ

ている、非常に小 さいもの (1億 分の 1セ ンチメー トル)で ございますけれども、

原子核 というものの構成要素、だいたい陽子 というのと中性子 という 2種類が主

なものですが、おむすびの飯粒が とにかく 230粒 位、 2種類あ りまして 235粒 の

ものと 238粒 のものがあるのです。この飯粒の間で働 く力 というのは、太陽と地

球が引っ張 り合っている力みたいな力ではなくて、非常に近い ところだけで作用

するという特殊な力を持っております。非常に力は強いのですが、ウランのよう

にた くさんの飯粒からできているのはとにか く不安定なんですね。ですから、な

にか別のものが飛び込んで くると、それがもとになってポンと割れるということ

はあ りうるということは、大分前から言われていたのですが、それがはじめて、

どうもウランは核分裂するらしいと。それはいま言いました、陽子 と中性子 とい
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いましたが、陽子 というのが電気を持っている、中性子 というのは電気を持って

いないので原子核にもぐりこみやすい、中性子のほうをぶち込むと 235だ つたの

が 236個 になりますと、すると核の中でいろいろいざこざが始まって、結局 2つ

ぐらいにポンと分かれる。

そうすると、そのときにエネルギーが出るんじゃないかということがわかりま

したのが、1938年 ですから、昭和 13年 ですね、私はまだ大学に入つていなかっ

たんですが、たいへん画期的なことなものですから、物理の学会誌に出た。その

割れるときに余った熱が飛び出して くる。それに中性子 も飛び出して くる。だか

ら、この中性子をまた隣の、また別のウランが吸うと、また核分裂する。つまり

連鎖的にい く可能性があるのではないかということは、このときにすでに一緒に

発表されていたのです。

しか しもし飛び出すのが、全部核分裂 した瞬間に飛び出して しまうんであれば、

このエネルギーは爆弾にしか使えなかったのです。天の配剤で しようか、どうも

ウランで核分裂 したあとポロッと後になって出て くる中性子がある。後になって

と言っても 1秒 か 2秒 なんですけども、後れて出て くるのがあるようだというこ

とを、最初の時期から物理学者は押 さえていたわけです。

ということは、逆に言います と、早いやつだけです と原爆にしか使えないので

すが、後れて出て くるものがあれば、それを制御することによつて、ネズ ミ算な

が らエネルギーがある程度一定 して、安定 して出て くるようにできる可能性があ

るんだということは、ヨーロッパでも発見 されて、す ぐ 1ケ 月 ぐらい経って、ア

メリカの学者がそういうことを言つている。

石油や石炭が燃えるということは、炭酸ガスをつ くるということとまった く同

義語なので、炭酸ガスというのは、炭素 と酸素が、C02と いつてお りますが、非

常に安定な状況になっているわけです。それをまた離すには、燃えたときと同 じ

位のエネルギーに匹敵するものを加えませんと離れませんから、そういう意味で

厄介です .

それに対 して、原子力の方 も、中性子を吸って核分裂をすると、そうすると破

片ができますね、その破片が非常に放射性が強い、これが放射性廃棄物である。

ただまあ量がだいたい原子力のエネルギーの単位の重量で言えば、 1万倍ない し

100万 倍ですから、灰の量でいいますか、つまり廃棄物の量 も 1万 分の 1か ら 2

万分の 1く らい少ない、あとでなんでそんな差があるのかご説明申し上げますけ

ども。

それから、この放射能 というのは、時間がたつとともに減衰 してい く。ス トロ
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ンチゥムとかセシゥムだとぃうょうなものは、半減期、だいたぃ 30年 くらいで
す。30年 経つごとに半分になってぃ くのですから、だぃたぃ千年 とか ぐらい経
てば、ほとんど実質上なくなる位の減衰の仕方するわけです。だから、千年は人
の環境に出ないように監視 していきまづ .

一方、炭酸ガスとぃぅのは、いつまで経っても炭酸ガスのまま残っているわけ
です。

放射線 も恐いものであることは間違いないんですけども、放射線が強いとぃぅ
ことは、早 く減衰するということ。放射線を出 して、他のものに変わってい くゎ
けです。

ところで、いまの中性子が連鎖反応を起 こしてぃ くためには、 1回 の核分裂を
したときに、 1つ では足 りないですね、まあ 1.5個 ぐらいあれば、ずっと持続す
るだけなら足 りるわけなんですけども、実際は 2個 あるいは 2.5個 が核分裂のと
きに中性子が出て くるわけです。その中性子はもちろん一部は他の材料などに吸
収 される。ウラン 235の 方は非常に核分裂 しやすぃ。238と いうのは、なかなか
中性子をつかまえる率 も少ない し、っかまえても核分裂 しに くい。だから、238
の方はちょっと燃料 にしにくい。なんとかこの 235の 比率を高 くしたぃ。235の
比率を高 くすることを濃縮 という言葉を使っている。

ところが、いまの余った中性子を、ウラン 238の 方が吸いますと、また別な元
素になりまして、それが問題のプル トニゥムで、これはまた燃料 として使えるわ
けです。そうぃぅものなものですから、使用済燃料のなかには、ゥラン 235の 燃
え残 り、それからウラン 238の 燃え残 り、それとプル トニゥムとぃうのと、それ
からさっき言いました灰ですね、燃えかす、それだけがぁる。

だから、このプル トニゥムを取 り出 して、ゥランとプル トニゥムというのはま
つたく別な元素ですから、化学的に分けられるわけです。

同じウラン 235と 238は 、まったくゥランとぃう同じ顔をしているものですか
ら、化学的な反応は何 を持っていっても、同 じぐらいに融けるし、分かれなしヽん
で、重 さの違い、つまり235と 238、 たった 3つ の、 loo分 の 1に 近い重 さの違い
だけで しょう。

だから、最近はたとえば洗濯機の脱水機のような、遠′し、分離法でやってぉ りま
す。 しか しアメリカが初めて原爆をつ くったときは、そぅいう精巧な遠′し、分離機
がなかったものですから、た しかプラスチックの焼 き物みたいなものの小 さい穴
の空いた壁をつ くりまして、そのなかをガスにして通すんですね。235と 238は 、
ガスになったとき、分子の大 きさがほんの少 し違 うものですから、だんだん濃 く
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なっていって一‐、そ うい う分 l二 方 を しな 1■lば l・ l二 ないわけです。

ところで、い まここで主 し上 :デ て 1・ るような可能性 iよ 、核 分裂が発 見 され、そ

れ か ら原 爆 がつ くられ た時代 、 1945年 、50年 、 もらすで にわか ってお ったわ け

ですので、原子力 もウラン 235ヒ しヽう、天然ものに 140分 の 1し か含まれないも

のだけ燃や して、あ とは棄てちゃえというのではなくて、それを燃やすことによ

って、238か らブル トニウムができ、そのブル トニウムを燃や してい くと、天然

ウランが結果的に 100%い かなくても、まあ 60～ 70%は 燃料化できると、そう
いういわゆる高速増殖炉 というが、うまくやれば、つまり燃料がウラン 235が 1

つ燃えたあとで、ブル トニウムが 1.2個 ぐらいできる。それで増殖できる。そう

いうものが本命だろうということで取 り組んでおったわけです。

それで現に、いちばん初めにこの原子力で発電をしましたのは、1951年 (昭 和

26年 )に アメリカがやったんですが、高速増殖炉だったんです。まだ増殖する

ところまでは構造的にきちんとしていなかったが、わずか千ワットで、 l kwで
100ワ ットの電球をつけて見せて、一生懸命やった。

そのあと、いろいろなことがあって、これはまだ歴史の分野にするには早す ぎ

るんですが、旧ソ連 というのが時々とんでもないことをやらか して、アメリカを

慌てさせるということで、今まできているんですが、原子力の分野でも、 1954年

の 6月 にソ連は世界で最初の"実用‖規模の原子力発電に成功せ りと発表 したんで

す。それがさっきから言ってお ります軽水炉 とは違 うんですが、大事故をおこし

た例のチェルノブイリ型の原型みたいなものですが、それで世界の原子力のイニ

シアティブをとろうとしたんですね。

そこでアメリカが、簡単にいえば慌てまして、急速、潜水艦用につ くっておっ

た濃縮ウランと水を使 うやつ、軽水炉 といっておりますが、小 さいのがあったの

ですが、それを急速陸の上に上げまして、陸上で 5万 キロほどの原子力発電所 を

つ くって「追いついた」 と。こっちも大きいのをというようなことで強行 したわ

けですね。

ところがやってみますと、軽水炉 というのは水、普通の水のなかに原子炉をつ

くつて、その水を沸か して、直接やっておるのが沸騰水型、その熱 くなった水を

別の熱交換機で別の水を沸か して運転 しているのが加圧水型 というんです。やっ

てみると、なにしろ水 というのは、人間が長 くお付 き合いしているものですから、

比較的うまくい くことがわかった。
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3、  高速増殖 炉 について

ところが、高速炉のほうはナ トリウムというものを冷却剤 として使 うものです

から、これは使いいい面もあるんですが、難 しい面 もある。そんなことでやって

いるうちに、話は飛びますが、第 1次 、第 2次 の石油シヨックで、石油の値段が

10倍 になるという事態 も起 き、各国がエネルギーを原子力でやるんだ というこ

とで、パ ッと原子力、軽水炉でやるものが中心ですが、原子力発電に進んだ。

た くさんつ くればつ くるほど、それは安 くなるから、あとからくる新 しい型の

炉が、後回しで、なかなか経済性 も出ないというので、いちばん初めは、さっき

申し上げたように、高速増殖炉をねらつておったんですけれども、だんだんと高

速増殖炉の開発をやめたわけではないんですが、後れてきたということであるわ

けです。

やはリアイゼンハーワー大統領が、1953年 にア トム・フォー・ピース というの

で、原子力の技術を平和利用に限つて、大いに情報を提供するぞと言い出 したと

きの意図、いったいどういうつもりで言い出したのか、ちょっと私 もいまもって

わからないんで、先を見通 したのか、やっぱ りそういうことをすれば、そういう

情報をもとに兵器をつ くろうというやつも出て くるぐらいのことはわかっていた

はずなのに、急遠そういうことを言い出しました。それをきっかけに、日本 も始

めたわけで、そのときアメリカは 35万 ドル、研究用原子力費をひとつタダでや

るよという気前のよいや り方で世界の平和利用推進にの りだ したわけです。

第 3図 にあ りますのは、そういうことを厳密な数字を書いておるのでございま

して、増殖にはηが 2.2以 上必要、 ηというのはウラン 235が 1回 分裂するとき

に出て くる中性子の数です。 2で は燃えるのとプル トニウムが出来るのと同じで

すけれども、 2を 超えて 2.2に なれば 1.2残 りますから増殖になるという意味を

ここに書いているわけです。

第 4図 は「世界の高速炉開発の状況」を示 したものです。アメリカが非常に早

かったわけで、 2番 目にあ ります EBR-1と いうのが、46年 2月 につ くりま

して、51年 まで運転 して、51年 に電灯をともして見せた。それが初め としてだ

んだん大 きくなって、いろんな型のもの、だいたいナ トリウム冷却が大部分でや

ってお ります。

このアメリカのは、全部、結局役割を終わったり、途中で原子炉を止めたりし

てやめたわけでございます。これはなぜやめたかというと、アメリカが、インド

が核実験 をやったときに、アメリカ、イギリス、ロシア、中国、フランス、順序
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は「1国 がいちばメ_最 後ですが、この 5ケ 国で独占し
てお毛ヒ言つたⅢ兵器●・  1｀

ン ドのような国でさえも、おもちゃというか、花火
のよらなもこだ j́t』・‐です

これは当時は、カナダが イン
マ
Iこ 輸豊

けれども、とにか く核爆発実験をや
つた。

していた研究炉からブルトニウムをこつそ り溜
め込んで使ったということがわ IL

った。それでアメリカが慌ててというのが、 1つ の理由ですが、
このプル トニウ

ムを平和利用に使 うことはアメリカもやめ
るから、他の国もやめて くれと言い出

したわけです。これがとにか く大問題で今 日ま
で続いています。

それから、イギリスもだいたい実験炉 と研究炉
を動か して、フランスだけは始

め 4万 キロの次に 25万 キロの電気を起こし、原型炉を
つ くり、それから思い切

って、 4倍 も 5倍 も飛んだもので 120万 キロといつたら、
いまの原子炉のいちば

ん大 きい ものに匹敵する大きなものを
つ くりまして運転 しておつたわけですoこ

のスーパー・フエニツクスも経済性がなかなかとれな
い、つまり軽水炉に比べて

安 くない というのと、もう 1つ は、なかなか
…・、解釈が難 しいんですけれども、

高速増殖炉 というのは、原子炉が反応を起
こす ものの周 りに、普通の天然ウラン

を取 り囲んでおりまして、この周 りの天然ウ
ランのなかに中性子が飛び込んで く

れれば、いまのような 238が プル トニウムなる、まあブラ
ンケットという言葉を

使 ってお りますが、そのブランケツト
のなかでできるプル トニウムは、非常に原

爆材料 として質がいいものができるわけ
です。

ですから、ある時期にフランスの核兵器用
のプル トニウムは、このスーパーフ

ェニックスで作っておつたということが発覚 と
いうかヽまあ隠 しておつたわけで

はないで しようが、それで反核運動のタ
ーゲツトにはなるわ、あるいは緑の党や

ら、いろいろ反対するわで、ああいう (立派に動
いているのに政治家の妥協でや

めるという)こ とになつたわけです。

しかし、これより少 し小 さいフエニツクスと
いうのはまだ173在 ですから、日本

の「もんじゆ」が早 く動いて くれれば、両方相 ま
って将来開発を一緒にやろうじ

ゃないかというようなことを申しておりまし
た。

それか らドイツも、実験炉をつ くつて、
これ もかなり長い間、20年 近 く動か

している。次に原型炉をつ くろうと思つてお りま
したら、さつきのカーター大統

領の「…・をやめろ」 ということがあり国内
で反対 も起 きまして、もうある程度

姿は出来ておつたんですけども、燃料を入
れるところまでいかないで中止になつ

て しまった。

それから、日本は「常陽」 というのが、10万 kWの 、これは電気
は起 こしてお

りませんけども、大洗で黙々と今 日でも動
いている。これが黙々となんの故障 も
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なくて、すでに 18年 間も、もう 20年 近いですが、ナ
トリウム冷却で動いている

ゎけです。「もんじゆ」の方がやつと出来
て、この問いろいろ準備をしていたと

きに、ああいうことになつて しまった。

それからロシアが非常に積極的で して、
ロシアはヽここにございますように、

その下にありますカザフスタンになつてぃま 60万 kWの が動いてお ります し、

お りますが、旧ソ連で、これはカスピ海の沿岸で、海水
から真水を製造 して砂漠

地帯に供給するのと、増殖炉の両方の兼業で、電気
で 15万 kWと こういうわけ

です。

ですから、現在いろいろやつておるのは、フランスと日本
とロシア、他はだい

たい仕事が終わったというか、ある程度経験をもって
いるのと、様子を見るのを

含めて休んでいるという状況でございます。

4、 「 もん じゆ」事 故 について

それから、次に例の「もんじゆ」の問題でございます。

ナ トリウム漏れがあ りましたのは、図の真ん中の漏え
い箇所 と書いてあるちょ

うど炉からの出回のところで、ご存 じのように温度計が折れた。原子炉
は、軽水

炉でもそうですが、いろんなところに温度計を差 し込んで、温度を確認
しておる

ということで、体温計のもうちよつと大きいみたいなものが入つて
いるわけです。

それが、その次にある第 6図 にございます。この形はかなリズングリとして、

ナ トリウムが流れているなかに突 き出るわけです。ズングリした形に
なっている

のですが、問題の「もんじゅ」の 2次系の温度計だけがこういうふうなくびれた、

ここから折れて くれと言わんばか りの形になっていたということが後で
わかつた

んです。矢印がついているところから折れて運ばれていつて、別な
ところで見つ

かるんです。

「常陽」では、この左にあります温度計を使 って、すでに 18年 間なんの温度

計の折損はもちろん、ナ トリウム漏れということを 1度 も経験 しないで立派に動

いているのに、「もんじゆ」ではなぜこんなものを使ったのかということがわか

らないわけです。

この辺になります と、普通ならメーカーさんに任せておけば大文夫 と
いうよう

な分野ですけれども、少なくともこういうふうに並
べてみて、これは事故の直後

に 4つ 並べた図をつ くつて ください と、記者クラブか何かで話をさせ られたもの
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ですから、つ くってもらったのが最初だったんですが、こう並べて見た人が一人

もいなかった。並べて見れば、ちょっと待てよ、どうしてこんなのをつ くってき

たのだということになったはずなんです。つまり「常陽」の素晴 らしい経験のな

かの 1つ は、温度計が折れるというようなことは思ってもいなかったことですが、

そうい う引き継 ぎもない し、比較 もないということで、一・メーカーさんが分担

してやっている。護送船団方式かもしれませんが、原子力のほうも、なるべ く 3

つの主要なメーカーを中心に分担できるものは分担 していこうというふうな―・

特に国家プロジェク トではそうだったものですから、隣のものを覗き込んで、こ

れはちょっと折れそうだから、どうか したらどうですかというようなことを持ち

出す というような習慣 もなぃ。そういうことでこういうことが起 きたのであ りま

す。

これはいろんなエピソードがぁるんですけど、たとえば NHKの 「日本の産業

を支える匠 (た くみ)」 という番組で、大田区あたりの非常に素晴らしい技術を

持っておられる方々の番組があった。そのなかでこれをつくった人が出てきたそ

うです。図を見て、ちょっとおかしいから、この矢印のついているところにRを

つけるというか、丸くするとか、 しなくていいですかということをちょっと言つ
てみたんだけども、いや原子力だから設計図どおりつくらなければいかんと言わ

れて、つくっちゃったのですが、そういうようなことが後で考えればいろいろあ

るわけです。

しかも、まずいときにはまずいことが重なるんですが、48本 これと同じもの

があって、あとの 47本 は折れも何んともしてないんです。ところが、その折れ

た分の 1本 だけ、これを入れるときにうまく入れられなくて、この鞘のなかに触

れていたらしいんですね。ということは、その鞘の部分が重くなったと同じよう

な状況になっていたものですから、いろいろ動いているときにかかる力が強くな

ったということもあって、この 1本 が折れたというわけです。

そうすると、このなかにはナトリウムが流れておりますが、このナトリウムが

いまの折れた穴からぼとぼとと外に出るということになったわけです。

ただしかし、これは先程から言つておりますように、放射能はまったくないの

で、もちろんたいへん恥ずかしい、日本の技術水準からいえば、まことに恥ずか

しい、つくつたメーカーというか、設計した人は大変なミスなのですが、しかし

放射能はないわけです。

それと困ったことといいますか、先程ちょっと「常陽」が 18年 間黙々として

動いて、今まで 1度 もナトリウム漏れということがなかったと言いました。とこ
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ろが、だいたい各国ともどの高速増殖炉 も 1年 に 1回 ずつ ぐらい漏れておって、

漏れた場合にどうするかという経験 も積みながらやっている。この間もロシアの

技術者が 60万 kWの 炉の場合でも、だいたぃ 1年 に平均 1回 はナ トリウムを漏
らしています。このごろはだんだんgllれ て、漏れてもだいたい 2週 間もあれば復

旧 して、運転再開してお りますということを誇 らしげに言うわけです。

ところが、日本の場合は 2週 間どころか 2年 間も評定 して、何んとか委員会が

どうだとか、こうだとかと言って、小田原評定をしたあげく、またこれで決まれ

ば、直すまでに 1年 はかかると。こんなことゃってぃて、日本はこういう新 しい

技術開発をやる資格があるのか。

しかし、そうなったのは、もちろん動燃の情報開示の仕方が悪いとか、結局嘘

をついた結果になったことが、憶測に憶測を呼んでとぃうことにもなったんだと

いうところにきたわけです。

「もん じゅ」の場合、またまずいことに 1週 間前に新聞記者がたくさん見学に

やって来て、「外国ではナ トリウム漏れで皆困っていますけど、日本は大丈夫で

すか ?」 と言われたら、胸を張って「いや日本の技術はいいから絶対漏れない」

なんてことを言ったから、こいつら思い上がっているな、と言うので、新聞記者

もあまり′愉快 じゃなかったんじゃないかと思 うんです。それみたことかとぃうこ

とになってヮーッときた。

それで事務棟など全部、新聞記者に占拠 されて しまって、もう今 日は誰が来た

とか、理事長が来て、どういう話をしたとか、全部筒抜けな状況なんです。そう

すると現場から見ると、中央から理事長や理事がやって来て、俺達を悪い者にし

て自分達がいい子になろうとしているとかいう、かなり精神的にも荒れて くるよ

うになると内部告発が出て来る。いろんなことが表に出てきて、ビデォだっても

う 1つ あつたのに、 もう 1つ の分は隠 していたというようなことが出てきた。ビ

デオを隠 したから事故が隠せるわけじゃないんですけどね。なぜ隠 したのかいろ

いろ私 も追究するんですが、どうも、たとえば記者方ににビデオはもうないのか

とつめよられたときに、もうありませんと言っちゃったから、 もうないことにし

ておこうというような話になる。役所にこう言つちゃったから、もう取 り消せな

いから、そのまま頬被 りとかいうようなこともあった。

それから、処置が遅れたというのも、結局は「漏れる」 ということが念頭にな

かったもので、普通の場合であれば溶接箇所からもれるのですが、溶接箇所から

の漏れなら滲む程度の漏れというのはありうるわけで、ものすごく精密な、世界

中の高速炉にないような精密な漏れ検知器をつけておりまして、漏れたかどうか、
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滲んでいる程度 という頭でおったものですから、チ ョロチョロと溢れておった状

況だということが頭に浮かばなかった。

と同時に設計のほうもかなり、タラタラと出るぐらいのことを考えて、この床

も燃えないような材料にしておけばいいものを、あるいは漏れたときに排気管の

上を通 してあつたものですから、排気管を突 き抜けちゃったから、そこから排気

が出ちゃうというような、そういう意味の不用意がずいぶん重なっていた。

5、 東海村 の ドラム備 の火災事 故 について

つ ぎに東海村の話 も申し上げますが、東海村の場合 も、これは廃棄物を処理 し

て、アスファル ト固化 して ドラム罐につめるという作業をしておるところで火事

があったわけですね。これもアスファルトというのは可燃物ですから、温度が上

がれば燃えるのはあた りまえの話で、それで燃えて水をかけて、 1分 だけ (!)

水かけて、ああ消えたというので、 ドアを開めて行 っちゃったと。それで放った

らか して置いた ら、それから 10時 間経ったら、可燃性のガスが溜 まって、ポン

といっちゃった。私は本当に寂 しくなるんですが、そのときす ぐいろいろやつた

んですが、普通の人だつて、寝たばこで火事を起 こして、もやもや燃えたときに、

水をかけて、もう大丈夫だい、確かめもしないで遊びに行 こうって、閉めきって

出るなんてことしないで、当然、なかは大丈夫かと見るじゃないかと。なんでそ

うしなかったんだと。

1つ は放射能 というものに対する無知、用心 しす ぎてる。平た くいえば用心 し

す ぎてる。当然、放射能の警報が もちろん鳴つたらしいんですよ。そうします と、

下請けの作業員の方々は、早 く逃げたいと、現場を去 りたいという気持ちが先に

立って、もういいことにしようということで出ちゃつたということがどうもある

らしい。

だから、今度は、私 も言っているんですけども、鳴 り方 ももうちょつと優 しい

音にするなり、少 しのとき、逃げなくてもいい ときには、優 しい音で、逃げなけ

ればいけないときにはきつい音にするとか、そのぐらいの配慮はどうして しなか

ったんですかと。

それから、 1回 だけしか見てないのを 2回 だと言っちやったのも、結局はいろ

いろごちゃごちやしているうちに、役所への経過報告で空白の時間が 10分 間で

きちゃったんですね。地方自治体に何時何分に完了 しましたというのと、どうも
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空白の時間ができちやった。その 10分 間何かしたことにしないといけなくなっ

たんで、もう 1度 見に行ったことにしようというので、日裏を合わせてお りまし

たら、また内部告発がありまして、いや私は 1回 しか見ていませんと、本人が頑

張 ったものですからばれちゃった。

それも、先程の時間は 10分 間間違っていましたと言えばいいものを、やっぱ

りそれがいいにくい雰囲気が、いままでずっと続いていた。そういうようなこと

も重なっていたためでしょう。

それから、例の ドラム罐が水に浸かって破れそうになっているという話 も、こ

れも現場に行って見たんですが、要するに天然ウランの放射能であることは間違

いないんですけど、先程言いましたように、ウランを燃料棒をつ くったり何かす

ると、ウランの余 りが出てきますね、ウランの残滓 というか、ボタ山みたいなも

のです。日本の場合は非常に厳密にやつているものですから、印のついた黄色い

罐に入れるということになっている。その罐がだんだん腐食 して、予算を付けて

もらったけども、忙 しい仕事があったので他の方へ資金を流用 した。これ も内部

告発で「読売新聞」の記者に手紙が行ったものだから、ああいう形になったわけ

です。

だから、これは 30年 前にできた特殊法人ですが、まさに国の将来、人類の将

来を背負って、高速増殖炉をものにするための組織ができた。日本で初めて、あ

る程度単年度予算でないような形で、 10年 間 2千 億円という枠 も決めてきた と

いうので、非常に誇 り高 く、優秀な人も集まってきた。それを巡って、役所 との

問、あるいは組織が、 1種 の"関東軍 "に 成 り下がつたというか、そうなっていた

ということですね。

どうも動燃の人達 も、なんか起 きると、役所が何んて言うだろうかというのが、

まず頭にうかび、自分で考えるというのがなくなっちゃったという。自治体 も、

もちろん科学技術庁 も、それから新聞記者 も、なぜ俺のところに最初 に言つてこ

なかった というのが控えているわけで、そういう点では、こちこちになってお り

ますから、今のようなことが起 きるのも無理がないかという同情的にはそういう

ことになるんです。そういうことが全部表に吐 き出されると、不信の塊になって

しまうと、こういうことであ ります。
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6,放 射線 の安全性 につい て

放射線の安全問題についてですが、放射線あるいは放射能は自然界にもあるわ

けでございますが、雨が降れば増えたり、天気になったら減ったり、地域によっ

て異なる。ブラジルの人口とこの くらい放射能があると示されている。日本の平

均で 50と いう単位が書いてありますが、だぃたい日本の 300倍 のところもあ り

ます し、何 10倍 のところもある。

こういう自然放射能の高いところでは、なにか障害が多い。癌が多いとか、随

時調査が行われているのですが、今までのところどうもこれ くらいのものでは全

く影響がないということがはっきりしているわけです。影響がないどころか、癌

が普通のところより少ないというところもあるんですが、それも誤差の範囲かも

しれませんが。

それから、このごろ悪名高い活性酸素。人間は息をしなければ生 きておれない。

生 きて吸い込む酸素の一部分は体のなかで活性酸素になる。それなりに役割 も果

た しておるわけでございます。それが変な役害」を果たす と癌の引き金になったり

するわけですが。

このごろ呼吸によって体の中に入 った酸素か ら出て きた活性酸素が、自分の

DNAを どれ くらい破壊 した りしているかというのが測定できるようになりまし

て、それが「空気による酸化損傷の量、 1日 当たり」がここに示 してあります。

それから「 X線」 とかあ りますのが、これがだいたい自然放射線の 1年 分の量

で、だいたい 1年 間に自然放射線において DNAが損傷するとしたら、これ ぐら

いの量になるというものです。

これを大雑把に見れば、まあ自然放射線の 300倍 ではなくても、100倍 ぐらい

までは人間の生理のなかで処理、プラスもあ リマイナスもあ り、処理 しておるん

ではないかというふうに考えていいと思うのです。

ところが、放射線の安全基準 というものは、そういうふうに決められておりま

せん。ICRP(国 際放射線防護委員会)と いうのがございます。結局は広島、長崎

の生存者のデータしかないのですが、だいたい広島、長崎の場合は、全身で自然

放射線の 200～ 500倍 以上放射線を浴びた人は、なんか影響がある。胃癌、大腸

癌、いろんなものがあるわけですが、普通の人よりも少 し発生率が多いというこ

とが、どうやら自然放射線の 500倍 ぐらいのところからはなんか影響があるらし

いというデータは出てきてお ります。これだけが、ある程度信用できるものとし

て、これをもとに安全基準をつ くろうということでやってきたわけです。これ し
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かないからこれを使 うわけです。

200～ 500か ら天然放射線の 1の ところまで外挿 して、直線を書 く、
つまり 200

のところで 200影響があつたとすれば、 1の ところは 1影響があると考える。天

然の 1ま で外挿 して、リスクの計算を行って、そのリ
スクの程度を、在来の安全

と思われている産業に伴うリスク以下になるようにしなけ
ればいかんだろうとい

うことから決めてきたのが、下にある表でござ
います。

職業被曝の場合は別 といたしまして、大衆の場合
の線量限度 というか、許容量

とぃうと正確ではないんですが、 l mSv/yと 決めて しまうわけですね。だいた

い 1年 間に自然放射線 と同じぐらいの量以上浴びないようにしなさ
いと。つまり

いまの自然に受ける放射線以上には増えないようにしなさ
い と、こういうことで

す。だんだん厳 しくなって、ここまできたわけです。

そうすると、地域によつてだいぶ自然放射能 というのは優に倍 く
らいは違うも

のですから、私 もこの IGど の委員長が来たときに、日本で
一番通訳の上手な人

を呼びまして、注意深 く話 したんですが、これも厳密に適用す
るとしたら、東京

と大阪と 3割 ぐらいの差はありますから、私は、東京から大阪に転勤す
るのは、

許容量に近いだけ受ける放射線が増えるから拒否 し
たいと或る人が言ったら、ど

う説得 したらいいか と言ったら、―
・いや、私達 (ICRP)は 、自然放射線以外のこ

とを問題にしておりまして、関係ないんだと、こう
いうわけです。

い くらなんでも許容量が自然にどうしたつて避ける
ことができない、しかもこ

の lmSv/年 という位の差の例はい くらで もあるんで、東京の銀座
の 4丁 目の角で

あればこれの 3倍 ぐらいはある。花 こう岩でつ くつたビルがあるから
です。ここ

まで くるとちよつと行 き過ぎではないかというので、や
つとまあ最近、放射線の

学者の間ではかなり、たとえば活性酸素の例でも
これ くらいではないかと、なん

とか考え直 したらどうかという話になるんですが、なに
しろ広島の場合を直線で

下まで比例関係でい くと、そういうことになる。

要するに放射線はい くら少なくても害があると
いうことを"仮定 "し てお ります

ので、放射線 というのは要するにない方がいいんだと
いうことで今 日まできたわ

けです。

ですから、この前 も東海村でああいうことがあつた ときに、発表
は、37人 の

人が被曝 しましたと。 しか しその被曝量は年間の自然放射線
の 10分 の 1だ から

害はありませんと、こんな説明になる。これ |ま 問
いていた人は、何 を言っている

かわかりませんね。そういうようなことを繰 |:二 して、
ここまできているわけで。

原子力発電はない方がいいんだとヽ`
う議に、1つ てしまうので、非常に深刻な問題



です。

チェルノブイリの話はえらいことになって、最近また奇形児が出てきたみたい

なことを「朝 日新聞」が何処かで聞いてきて書いていましたけれども、考えられ

ないことです。

つまり広島の放射線の量 とチェルノブイリの量というのは、現場にいた人は違

います、それ以外の人はだいたい 5分 の 1か 、 lo分 の 1ぐ らいのところです。

広島で起 きなかったことがチェルノブイリで起 きるはずがないんで、広島でもご

存 じのように奇形児 とか、そういう遺伝的な影響はいままで、追究 していますけ

ども、何 も影響は出てない。 という状態なので、私 も、広島の人をつかまえて、

あなた方がこういうことをはっきり言わないから、チェルノブイリで 10万 人 も

の婦人が堕胎 した りしているじゃないかと、私は広島出身なものだから、そうい

うことを言っても怒 らないで聞 くだけ聞いて くれる。そういうことになっておる

わけです。

チ手ルノブイリで起 きていることは何かというと、現場にいた 300人 の人はは

っきり影響をうけ、また 30人 が亡 くなられました。これは消防 して、なかにお

つこちて死んだとかいいます。 ものすごい量―・1万 倍 ぐらいの放射能を浴びて

亡 くなった。それからあと 270人 が病院に入れられて、これはまだ放射線のため

に亡 くなられた人はないんですが、 しかしかなり厳 しい医学的なケアをうけてい

る。それ以外になんの影響 も、放射線の影響 と見 られるものは、白血病 も胃癌 も

増えてない、大腸癌 も増えてないということを、やっと最近 WHOの 調査で言っ
ているわけです。

ただ 1つ 残って、最近残ってきてい るのが、子供 さんの甲状腺癌が増えたらし

い。これをどのように考えるか、 しかしまだこれが放射線の影響であるという確
証はないんです。

というのは、この場合にヨー ド、放射性のヨウ素を吸い込んだ人があったん じ

ゃないか。その量 とか何んとかいうのを、推定 してみても、ちょっと考えられな

い し、なぜ子供だけができているのか。大人は一人も増えてないと言うんです。

チェルノブイリ事故によって放射能汚染をうけた地域の住民は、 (ヨ ウ素をた

くさん含んでいる)海 草なんか食べたこともない し、平均寿命からいっても、日

本人より 15歳 ぐらい若 くして死んでいる。いろんな病気がある。化学工場は垂

れ流 しみたいなところでございましたから、結局わからないんですが、これだけ

がチェルノブイリの影響 として疑われるものとして残っているわけです。

甲状腺のことはご存 じかもしれませんが、毎年何万人の人が放射性 ヨウ素の放
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射線によつて甲状腺癌を治 しているわけで、そのなかから 1人 も影響は出てない

そんな馬鹿なことないよって、日本のお医者 さんに聞 くと言うんですけど。まあ

しか し、あれだけはっきり増えているわけです し、…・危険 という話 もあるので

すが、なにかそれはわか りにくいことです。

しかしいま申し上げているようなことではなくて、もうチェルノブイリの放射

能漏れでやめた方がいいというので、ヨーロッパでは原子力をやめろやめろとい

う声が増えているわけです。それがちょうど旧ソ連の崩壊 と重なったものですか

ら、もう被曝者手帖を何 10万 と出しているんですね。

この間も広島で毎年、被曝者が 6千 人亡 くなられたので、これを合祀いたしま

す というのは、要するに被曝手帖を持っている人の中で、20何万人かいるんで

すが、それの中で亡 くなられた人 という意味であって、決 して放射能によって亡

くなったというの じゃないんです。外国の人も、どうも広島のことは少 し誇張 さ

れているんではないかと言われる。私は広島の人間なものですから、そんなこと

を言っているんですが、普通の人が言うと、おまえ達は、俺達の気持ちを逆撫で

して、核兵器賛成かと言われるものだから、広島の新聞は、遺伝的な影響なしと

言 うことなど、小 さくしか書かないんですね。また、学者の方 もはっきりいわな

い。そんなことでいいのかと思います。

そういうことをやっているから、核兵器廃絶 というのが世界的世論にならない

んじゃないかというふうに、私なんかずいぶん憎まれ口をさいてお りますが、こ

れは私の特殊な立場で言えることで、普通は小 さな声で しか言えない。少なくと

も放射線について常識的な基準がなければ、考え方が原子力の安全基準で、いつ

までも胡散臭いとして批判を浴びるのです。 しかしたとえば、今の電気が 3分 の

1ぐ らい原子力だと言いましたけども、いまの原子炉でも、原子炉のなかでウラ

ンがプル トニウムになって、そのブル トニウムが燃えて、エネルギーが起 きてい

るのが 3分 の 1ぐ らいです。これは日本でもいま取っている電気の 10分 の 1は

プル トニウム燃焼で取っているんだと言ってもいい ぐらいなものです。それなの

にブル トニウムはそういう点がなにか特殊なものとして扱われています。

しかも、アメリカがプル トニウムの平和利用 というのは、そんなに経済性 もな

いはずなのに、なんで日本はそんなことをやるんだと。なんか変なネライがある

ん じゃなかろうかと言わんばかりにワァワァ言う。

それでは、なんで北朝鮮に軽水炉を渡すのか、金まで出す、 と言っていること

とぜんぜん矛盾なんです。つまり、軽水炉から出て くるプル トニウムだってブル

トニウムであることは間違いないのですが.な ぜ、プル トニウムだけが目の敵に

-44-



なるのか、わか らないのです。

つ ま り、ウラン資源がいまのような使い方だ とする と、だいたい石油資源 と同

じくらいに しか使えないこだけ どブル トニウム利用 とい うことになる と、いまの

石油資源の 100倍 ぐらいの石炭以上の ものにな りうるわけですね。 日本のような

国がその技術 を持つ ことは、アメリカのノ、か ら見れば、俺達が発明 したプル トニ

ウムを、 また 日本だけが金儲けの タネに しそ うだ◆それはなん として も耐 え られ

ないか らとい う潜在意識があって、 日本のプル トニウム利用 に対 して、あれだけ

厳 しい ことを言 つて くるので しょうか。

言 って くる といいなが らも、まあ 日本は心配ないけども、他 の国が真似 をす る

と困るか らやめろ、 もうち ょっとゆっ くりやって くれんか とい うような話 にこの

ごろ変わって きているんです。 しか しプル トニウム とい って も、内容が全 く違 う

のです。軽水炉か ら出て くるプル トニウム と原爆のプル トニウム とぜ んぜ ん違 う

ものがであるに もかかわ らず …・、 とい うわけでございます。

いろいろ雑駁 な話で失礼 した しました。

【質 疑 応 答 】

司会 (神谷): あ りがとうございました。ほんとうに勉強になりました。

篠原三代平 : 私は全 く素人なものですから、わからないところがあ りますが、

線量当量 ということは・・

森 : 線量"当 量"と いうのは、いろんな種類の放射線の効果を一定の率で換
算 して足 し合わせた量です。その許容線量 (制 限値)が一般人 と職業人とで違 う

のは、どんな職場でもそれぞれ色々なリスク (危険な可能性)があるが、それを

職業 として承知の上で月給をもらっている。その点で一般人大衆 とはちがうので、

同じでない。そのため安全基準に差をつけているわけです。

篠原 :そ の下のほうに書いてある l mSv/yと ぃうのは、その yは イヤーです

か 。

森 : はい。だいたい 1年 あた り l msvと い うのは、ち ょうど関東 で 1年 の

間に自然か ら受 けている放射線の量 なんです。関西です と 1.2・ …とか、花商岩 な

どが多いので。

篠原 : 第 3表 の 日本の平均 50nGy/h…・と書いてあるのは ?
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森 : 専門家のつ くった表は暗号みたいなのが入 っていて分か りに くいのです
が、50nGy41と いうのは 1時 間あた り 10億 分の 50グ レイ。 l番 ふつ うの放射線 ガ
ンマ線 だけを自然の量 をはかればこれ くらいなのです。

神谷 : レン トゲン医師の受ける放射線量 と同 じように考 えていいんで しょう
か ?

森 : いいです。量は もっと多いですが。
神谷 : 私の大学の ときの教 え子が、原子力発電所 で技術者の方達が毎 日なか
に入 って、少 しずつ受 けますね、それをなんか測 って、あなたは来月は もうあ ま

り入 りなさんな とか、ああい うのは、 これ との関係でや っているんですか。

森 : はい。その関係で、大事 をとって 1人 があ まり浴 びないように している
のです。

篠原 : チェルノブイ リの影響 なんてい うのは、 まだわか らないんですか。
森 : 長期的影響 としてがんや遺伝影響の増加はない とい うことがゃっと確認
されてい ます。小児 の甲状腺腫瘍の増加が本当か、本当 とすれば、それが事故の

影響か らか とい うことが問題 として残 っています。

最近、私の身近 なものが、癌セ ンターで一緒 に行 ってやったんですが、随分放

射線 で癌が治 りつつあるわけですね。そ して、 これは国民全体 に平均 します と、

病院へ行 って放射線 を浴 びている人 も、放射線 にかかってない人 もあ ります けど、

健康診断なども入れて全部平均す ると、自然か らの放射線 よ りも医療関係 で浴 び

る放射線 のほうが大 きいんです。倍 ぐらい。特 に日本が大 きいです。 これは日本

の長寿の理由の 1つ であるのではないかと思います。 (笑 )

篠原 : 歯科 にい くとレン トゲ ンをとるため放射線 を撮 ります。
森 : ペ タと紙置いて、やってますわね。
篠原 : どうせその うち死ぬんだか ら、ちっとも恐 くないですが。
森 : だか らまあ人間 とい うのは、案外強いんではないか。だか ら自然の放射
線 の 100倍 ぐらいの ところはだいたぃ問題 ない と思われます。

神谷 : 僕は、癌の手術する前 に、先生が直前 に何 回かに分 けて、癌の転移 を
抑 えるために、何 回 もそうとう強力 な放射線 を当て られまして、その影響がまだ

手術後 も残 っているようですけどね。

森 : その影響はだいたい粘膜 に くるんです よ。私は実は詳 しいんですけどね。
ですか ら、広島で亡 くなられた人 も、 よくあ とで 1週 間 ぐらい経 ってポカ ッと死
んだ とかぃ う人がた くさんい ましたね。ああい うのは皆粘膜や造血細胞 をや られ

たんです。癌などとは関係 ないですね。
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まり活発に

ですから。

その点、研究があまりされてない、

ことで片づけていますけどね。

神谷 : ところで「 もんじゅ」なんか、どうなる
んな ものス トップ した ら、原子力 はそち らの方向には

やるのですか ? :  
灘

森 : ただ困ったことはと言つては悪いんですが、その軽水炉で当分目に合 う
ことは事実なんですね。 10年 、20年 は。だけど、長期的には、貴重なウランを

一過的に使って捨ててしまうということにはならないんではないですかね。

ただ、「 もんじゅ」事故の場合皆でナマス吹いているものだから、ほんとうに、

原子力委員会に行って言うんですが、ロシアなんかはナ トリウム漏れ、それも日

本のような放射能のない二次系ではなく放射能の強い一次系の漏れでも、 2週 間

で動 きだ しているのに、どうして「 4年」 もかかるんだと。責任のなす り合いな

んですよね。日本では専門家の委員会などをつ くって、議論すると、結局、小田

原評定 も2年 かかっちゃって、それでこうすればいいということが決まってから、

また 1年 半かかる。こんなことやっていたら、とても日本では「研究開発」なん

かやる資格がないんじゃないか。

私に言わせれば、初めて漏れたんですから、よくぞ漏 らしたと、これこそ貴重

な経験であると言われてもいいに近いものなんですよね。ただその理由が恥ずか

しすぎますけどね。

神谷 : ほんとうですね、恥ずかしいですね。本来の技術 とまった く関係のな
い ものでしょう、こんなもの。

篠原 : これだけ反対論がある中で、エネルギー使用料のうち、原子力利用は

3分 の 1だ という話 もある。大 したものですよ。

坂本弘樹 : いまお話 してことの関係なんですけど、フランスの原子力発電の

技術力が非常に高いというのは知っていたんですけど、スウェーデンの場合 もこ

れ 5割超えていますよね、いろんな形で原発反対運動 というのが盛んな国で、あ

あいう国で 5割 も原子力に頼っていて、原発を廃止なんていうのは大変なことに

なりますよね。

森 : だから、「代わりの、きれいなエネルギーが得 られるならば」 という前

提がついているんですけれどもね。ならば廃止するという。今度 1基 だけ、どう
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やら政治的決着でやめることになっているようです。どれだけ補償金を払うかと

いうことをぼつぼつ議論 していますけどtあ の国は人口 800万 人の国でいろんな

社会的政治的実験 をやっているんですから、 しかし実際はやめられないというよ

うなことです。

篠原 : 遠い将来のことになるのですが、核融合なんていうのは放射線は出る
のですか ?

森 : 結構出るんです g

森 : 核融合の場合でもその瞬間に出る放射線の強さというのは、かなり強い

ですから、なんかで止めないといかん、止めると止めたものが放射能をもつわけ

です。あれも核分裂 よりは格段に楽だというところまでいくかどうか、かなり楽

であることは事実です。

篠原 : 原子力の必要がだんだん高まってきそうなんですけども、替わりのエ

ネルギー、核融合や地熱など―。それらの登場のタイミングはいつごろになるか、

50年先か。

森 : 金 もかか ります。実は、だいたい原子力 というか、放射線が見つかった
のが 100年 前で、こういう物質は永久に変わらないと思っていたのが変えられる

というようなことがわかり、私に言わせれば地動説のとき以上の大変革、人間の

認識の大変革だということなんです。

ところが、ちょうど 2つ の大戦争 という悲惨な時期に生まれたものだから、そ

れをどう「役立てようか」 ということで、…。今日まできたわけですけど、それ

で原爆であ り、それから平和利用 とか。

もともと原子核の科学というのは、簡単に話 しにくいのですが、光 というもの

が非常に特別なものであるということがわか りまして、非常に速いんですけど有

限の速度で、 1秒 間に 30万 キロメーター走る。非常に速いんですけど、この光

というものに限つて、 とにか くどんな人から見ても同じ速さにしか見えないんで

すね。つまり飛行機であれば、同 じ速さで走れば止まっているように見えます。

光だけについては、そういうことが決 してない。そういうことがわかってから、

結局、アインシュタインの相対性理論の結果、要するに質量 というものがエネル

ギーと同価であると.も し質量というものがなくなれば、ものすごいエネルギー

が出るんだということがわかったんです。

だから、人間の悲濠1と いうのは、全部光の速 さを超えられるものがないから、

現在 と過去は、 1秒 といえども元に戻れないことが人間の悲濠1の 根源です。そう

いうことがわかって結局、質量はエネルギーであることがわか り、核分裂、破片
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の重 さを集めて足 して見 る と、 もとよ り少 ないんです。 この余 った ものがエ ネル

ギーに変 わっているわけです ね。

そういうことがわかって、だから人間の科学認識 というものは、いま言いまし

たように、宗教 とスレスレのところまできたわけですわね。地動説のときでもあ

れだけ騒 ぎ、宗教裁判 もあ り、それを乗 り越えて、やっと人間は近代文明を倉1造

できたということに、今度の原子核科学というものを本当に人間自身が踏まえて、

宗教 とか哲学 も通 して、きちんとやるかどうかという反省 もなしに原子力時代に

突入 していった。

だから私は、あまリエネルギーが足 りないから原子力は必要だなどとは言いた

くないんです。科学技術 としての原子力技術を人間はやる資格があるかどうかと

いうことを、人間は神から試 されている。人間はもうちょっと自らを問わなけれ

ばいけない。たとえば放射線みたいなもの、まった く違うものを相手にして、皆

で納得 しなければいけないわけですからね。

私 も、この間「佛教 と科学」 というパネル討議に出まして、お釈迦 さまはすご

い科学者であったという話をしたのです。お釈迦さまはある意味で究極の科学を

達観されたという話をしたのです。

だから、従来の資源の先が見えてきたときに人間が原子力を見つけたというの

は因縁でもあ り、天の配剤でもあった。幸いにしてと言つては、広島の方に悪い

けども、ああいう悲惨な形から出ていますから、いい加減に扱 うとたいへんだと

いうことは、皆思っているわけですね。それはいいことです。

私は、きちんと使えば原子力が一番いい と思ってお ります。ちゃんと使えばで

すよ。垂れ流 し悪用はいけませんが・…。

神谷 : 原子力からの放射能というのは、 1千 年 ぐらい経てば減退する。たと

えば六 ケ所村の燃料サイクルなんかはどういうことなので しょうか ?

森 : 放射線の とくに強いものは 1000年 位で天然のウラン鉱石位に減る。そ

のため使用済み燃料 を「再処理」 して、有用な残 りのウランやプル トニウムと、

廃棄物 (も えかす)に 分けるのです。その大型の施設を六ヶ所に建設 しようとし

ているのですが、「もんじゅ」のところで述べたように皆でナマスをふ くものだ

から、当初の 3倍 くらいの 2兆 円以上かかるといわれている。言い訳はあるんで

すよ、地震国だとか、何んだとかって、そんなことでどこまでいけるかですね。

心配ですね。真面目にやっていることは確かですが。

ああいう再処理の技術は化学の技術です。簡単に言えば、使用済燃料を硝酸で

融かして、そして分けていこうというわけです。
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日本では電力会社が強大だ し、最 も長期的な仕事 をやるにはそうい うところが

やっている方が′心配ない とい う。他の国で再処理工場 を建設 ・運転 しているのは

石油化学か、化学工業の流れを くむ会社がやっているのですが・……。

司会 (神谷 ): どうもあ りが とうございました。

(報告年月日:1997年 10月 20日 )

〈文責・事務局〉
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